
食品安全委員会（第３１２回会合）議事次第

１．日時及び場所

平成２１年１２月３日（木） １４：００～

大会議室

２．出席委員（６名）

小 泉 直 子（委員長）

見 上 彪（委員長代理）

長 尾 拓

畑 江 敬 子

廣 瀬 雅 雄

村 田 容 常

３．議 事

（１）食品安全基本法第２４条に基づく委員会の意見の聴取に関するリスク

管理機関からの説明について

・添加物 トリメチルアミン

（厚生労働省からの説明）

・遺伝子組換え食品等 ２品目

①チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ

Bt11系統とチョウ目害虫抵抗性トウモロコシMIR162系統とコウチ

ュウ目害虫抵抗性トウモロコシMIR604系統と除草剤グリホサート

耐性トウモロコシGA21系統からなる組合せの全ての掛け合わせ品

種

既に安全性審査を経た旨の公表を行った次の４品種は除く

・チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロ

コシBt11系統とコウチュウ目害虫抵抗性トウモロコシMIR604

系統を掛け合わせた品種

・チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロ

コシBt11系統と除草剤グリホサート耐性トウモロコシGA21系

統を掛け合わせた品種

・コウチュウ目害虫抵抗性トウモロコシMIR604系統と除草剤グ

リホサート耐性トウモロコシGA21系統を掛け合わせた品種

・チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロ

コシBt11系統とコウチュウ目害虫抵抗性トウモロコシMIR604

系統と除草剤グリホサート耐性トウモロコシGA21系統を掛け

合わせた品種

（厚生労働省からの説明）



②チョウ目害虫抵抗性ワタCOT102系統（食品・飼料）

（厚生労働省及び農林水産省からの説明）

（２）食品健康影響評価に係る補足資料の提出に関するリスク管理機関から

の報告について

・高濃度にジアシルグリセロールを含む食品の安全性について

（厚生労働省からの報告）

（３）プリオン専門調査会における審議結果について

・ 我が国に輸入される牛肉及び牛内臓に係る食品健康影響評価 オー「 （

ストラリア、メキシコ、チリ、コスタリカ、パナマ、ニカラグア、

ブラジル、ハンガリー 」に関する審議結果の報告と意見・情報の）

募集について

（４）食品安全基本法第２４条に基づく委員会の意見について

・農薬「チジアズロン」に係る食品健康影響評価について

・動物用医薬品「ニューカッスル病・マレック病(ニューカッスル病

ウイルス由来Ｆ蛋白遺伝子導入マレック病ウイルス１型)凍結生ワ

クチン(セルミューンＮ)」に係る食品健康影響評価について

・遺伝子組換え食品等「ARG-No.2株を利用して生産されたL-アルギニ

ン」に係る食品健康影響評価について

（５）食品安全委員会の１１月の運営について

（６）その他



４．配布資料

（１－１）食品健康影響評価について

（１－２ 「トリメチルアミン」の添加物指定及び規格基準の設定に関する）

食品健康影響評価について

（１－３）チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ

Bt11系統とチョウ目害虫抵抗性トウモロコシMIR162系統とコウチュウ

目害虫抵抗性トウモロコシMIR604系統と除草剤グリホサート耐性トウ

モロコシGA21系統からなる組合せの全ての掛け合わせ品種（既に安全

性審査を経た旨の公表を行った品種 を除く ）に係る食品健康影響＊ 。

評価について

（１－４）チョウ目害虫抵抗性ワタCOT102系統（飼料）に係る食品健康影響

評価について

（２）食品健康影響評価に係る補足資料の提出依頼について（報告）

（３－１）プリオン専門調査会における審議結果について〈我が国に輸入さ

れる牛肉及び牛内臓に係る食品健康影響評価（オーストラリア、メキ

、 、 、 、 、 、 ）〉シコ チリ コスタリカ パナマ ニカラグア ブラジル ハンガリー

（３－２ 「我が国に輸入される牛肉及び牛内臓に係る食品健康影響評価」）

～BSE非発生国を対象とした自ら評価～プリオン専門調査会における

審議結果（案）

（４－１）農薬に係る食品健康影響評価に関する審議結果について〈チジア

ズロン〉

（４－２）動物用医薬品に係る食品健康影響評価に関する審議結果について

〈ニューカッスル病・マレック病(ニューカッスル病ウイルス由来Ｆ

蛋白遺伝子導入マレック病ウイルス１型)凍結生ワクチン(セルミュー

ンＮ)〉

（４－３）遺伝子組換え食品等に係る食品健康影響評価に関する審議結果に

ついて〈ARG-No.2株を利用して生産されたL-アルギニン〉

（５）食品安全委員会の１１月の運営について


